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内容 

 家事事件手続法は，平成２５年１月１日に施行されました。本書は，裁判所職員総合研修所の家事事件手続
法に関する講義用教材として平成２７年２月に初めて作成されたものです。家事審判および家事調停の制度上
の諸手続について，新たな手続法と旧法の改正点を踏まえながら，基本的な知識を付与することを目的として
発刊されました。 
これから家事事件の基本を学ぶための書として，裁判所職員や家事調停を担うことになった家事調停委員，

また，弁護士，司法書士，行政書士等の関係者の方々にも是非一読いただきたい教材となっています。 
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